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神経生理研究部門

久保田責 ･小痕祥三･三上帝允･松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機

構の研究

久保田競

視覚刺激を手掛かりにして.GO/NO-GO課題を

学習する経過のニューロン活動を解析し,手掛か

りと反応との連合が前頭前野で成立すると考えら

れるデータを既にだしているが,これを更に滋付

けるデータを染めた｡反応に特異的に働くニュー

ロン活動が,どの様に成立する様になるかを解析

した｡

2)前頭葉の行動抑制のメカニズムの研究

久保田競 ･三上孝允 ･大石高生

視覚刺激を手掛かりにして,GO/NOGO課題

を行わせ,前頭前野弓状域及び運動前野の単一ニ

ューロン活動を記録し,NOG()反応に特異的に働

くニューロンが,GO反応を起こすニューロン活

動を抑制するという仮説を裏付けるデータを央め

つつある｡

3)前頭連合野の神経伝達物質の役割

久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之

空間性遅延反応に関連する前頭前野のニューロ

ン活動に対すろドーパミンやそれらの阻害剤など

の効果を調べた｡ドーパミンは遅延期に関連すろ

ニューロン活動を増強し,この増強作用はDl受

容器の阻害剤によって阻害された｡ドーパミンが

短期記憶のニューロン過程をDl受容器を介して

増強することが示唆される｡
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4)マントヒヒの前頭粟の機能と解剖の研究

久保田穀 .江辺京jlI).有国防ガ)

マカクザル.ヒヒ,規入校の前頭弟の働きと桐

造を比較する｡先ず,マントヒヒで前頭前野,n!

動前野と辺動野の細胞稲築をニッスル標本で,お

互いの線維迎格をHRP法で調べる｡基本的なバ

タンは両班で迎わないが,ヒヒでは領域が広くな

り多くの円柱構造を持っている｡

5)詔長獄の聴覚と音声の行動的,生理学的研

究

小嶋祥三

チンパンジーの聴覚の基本特性,自然,及び合

成母音の知覚.合成破裂音によるカテゴリカル知

覚の検討を行った｡またチンパンジー幼乳児の音

声発達の追跡をソナグラムにより行った｡更にニ

ホンザルではcoo苛の弁別,coo音に対する聴

覚野ニューロンの応答の検討を共同利用研究者と

行った｡

6)仮現運動に関与する脳内機構の研究

三上孝允

運動祝に関与する脳内機構を調べる目的で,運

動祝の中枢と考えられる,MT野からニューロン

活動を記録し,仮現運動に反応するニューロン活

動の条件を解析した｡

7)孜の識別と記憶の脳内脚 荷の研究

三上孝允

顔の詔別と記倍の脳内過程を調べろ目的で,顔

の継時弁別課題遂行時に,上側頭将からニューロ

ン活動を記録し,塁示した顔の写実の校規とその

行動学的条件とニューロン活動の関係を解析した｡

8)運動視能力の発選と系統進化の研究

三上孝允 .久保田競 .藤田和ぜ).長田任^4)

運動祝能力の発達と系統進化の過程を調べるこ

とを目的として,生後6カ月齢と,2才齢のサル

及びヒト小児と成人で縞模様の動きの知覚出来る

下限のスピードを調べた｡

9)運動野のGAbA抑制機構の研究

松村道一 ･久保田競 ･沢口俊之

随意運動の制御の機構を明らかにするために,

運動野にGABAの阻告剤ビクク1)ンを徴血授与

し,ニューロン活動の変化を層別に解析した｡丈匹

動野では2周b.,ら6周までの多くのニューロンが,

1)技術祁佐貝 2)阪大医学部

3)学振特別研究員 4)立教大文学部

随意運動に関係した興督性入力を受けており,正

7那寺にはその活動がGABA抑制にJ:って,3周

上部と5屑に制限されていることが分かった｡
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神経科学学術袋会予稿袋 :108.
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予稿集 :73.
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るDAとNAの作用｡第10回神経科学学術袋

会予稿朱 :96.

報 告

1)小嶋祥三 (1987):詔長群の音声知覚に関す

る研究｡文部省科学研究班補助金 (一般C)

研究成果報告｡

心理研究部門

壷伏靖子 ･浅野俊夫 ･松沢哲郎 t)

研究概要

1)チンパンジーの図形語による記述行動の分

析｡ 一語l掛こJ:る統制一

室伏杓子 ･浅野俊夫 ･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)に,〔主体 〕〔近づく〕

(客体 〕の3言否記述の訓練を続け,3人登場の場

面で,客体を正柘に選ぶことをたしかめた｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形成｡2)

室伏杓子 .浅野俊夫 .松沢哲郎 .板缶昭二の

チンパンジー(アイ･アキラ)に,ドットのラ

ンダム･バタンを見てその数をアラビア数字また

はタッピングで同定することを学習させたのち,

序数の訓練を始めた｡

8)チンパンジーの心的回転 (mentalrota･

tion)に関する宍験｡

ベ)け デット･ブレザーJV4)･蛋伏杓子

浅野俊夫

チンパンジー(クロエ)に,鏡映図形の問の弁

別を見本合せ法を用いて訓練し,図形を回転させ

てもなお正立図形として同定できることを示した

が,その反応時間の変化は,図形によって整-で

ない｡

4)チンパンジーにおける刺激等価性の位相に

関する実験的分析の

践野俊夫

ヒトの言語習和過程において.もともと穴なっ

た刺激が機能的に等価な性質を控付する過程がⅢ

変であることが明らかにされて来ているので,そ

の過程をチンパンジーで吟味する｡

5)ニホンザルの袋田場面におけるオペラント

行動の世相と伝播.6)
浅野俊夫

放飼切の若桜群を対象にして,パネルを押すと

食物が入手できるという新しい行動を集団場面で

の条件づけによって形成し,伝播する様子を取残

した｡

6) オペラント強化の性質に関する実験的研究7)

浅野俊夫

ニホンザルの摂食行動において,摂食スケジュ

ールがオペラント行動の強化子の強化力にどのよ

うに関与するかを,エコロジーと環境適応におけ

る行動の配分 (行動経済 )の観点から分析した｡

7)チンパンジーによる校合図形の ｢川成｣

1)昭和60年6月より62年4月まで.文部省在列

研究員として,米国ペンシルバニア大学へ出張｡
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2)本吉良治 (神戸学院大 ･教荘 )｡山田恒夫

(阪大人科 )との共同研死｡

8)大学院生｡

4)招へい外国人研究員｡

5) 山本好一 (段大 ･大学院生)との共同研究｡

6)欄口範治 (愛知大 )との共同研究｡

7) アラン･シルバーバーグ(アメリカン大学 )

との共同研究｡


